
よくあるお問い合わせ

　プラスチック類とペットボトルは指定袋に
入れて、柳川商事（筑紫町397-1、三橋町久末

130-1）へ持ち込んでください。紙類など資源物も受け入
れることができます。
●受付日時　▷月～金曜＝午前 8時 30 分～午後４時
▷土曜＝午前８時 30分～午後 3時

プラスチックやペットボトルを直接持ち
込むことができる施設はありますか？Q

A

広報やながわ 2022/8/1 10広報やながわ 2022/8/111

　ごみを出すときに、カラスなどの小動物によってごみ袋が荒らされ
て困っていませんか。市は、カラスなどによるごみの散乱被害を防ぐ
ため、５世帯以上での使用を条件に、ごみ出し用ネットを配布します。
　　　　　　　【問】市生活環境課リサイクル推進係（☎88・8933）

シリーズ「ごみ減量をいかにして成功させるか」㊻

ごみを荒らされてお困りのときは

家庭ごみ出し用ネットを無料配布

　ごみ出し用ネットを使うと、カラ
スによるごみ荒らし被害はもちろ
ん、雨風による資源物の散乱を防ぐ
ことができます。また、５世帯以上
で使うため、ごみを家の前に出すと
きと比べて、ごみ袋が点々と出されることを防ぎ、
地区の景観や環境保全につながります。
●申請方法　市生活環境課や市公式サイトなどで配
布する申込用紙に記入し、同課リサイクル推進係へ
直接提出
●申請要件　次の要件、全てを満たすこと　▷５世
帯以上で使用▷使用する世帯の代表者名、住所を届
け出▷利用場所が現在の収集ルート上にあること
※生活環境課と協議後決定します。
●ネットの大きさ　２ｍ×３ｍ程度
※�����燃やすしかないごみ袋（大）が 15袋ほど入ります。
重りなど
は各集積
所で準備
してくだ
さ い。 集
積所１カ
所につき
１枚配布。
※予算の
範囲内での配布となります。

ごみ分別アプリ
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■6月の可燃ごみの量
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■３〜6月の可燃ごみの割合
柳川市
74％

みやま市
26％

古紙リサイクルにご協力を

　３月から５月に事業所から排出された両
市のごみ量は、柳川市 865 トンでした。
　事業活動でよく出るものと言えばダンボ
ールや雑誌、個人情報が入った機密書類な
どの古紙類。古紙は燃やすしかないごみと
して出さずに、分別してリサイクルへのご
協力をお願いします。
　市は、ダンボールや雑誌などの古紙類を
無料で搬入することができる事業所を「柳
川市古紙回収協力店」として現在４社が登
録しています。また、個人情報等が記載さ
れた大量の機密書類を安全に資源化できる
協力店もあります（有料）。紙類の分別は
処理経費の節約につながり、シュレッダー
にかける時間を削減でき事
務効率化につながります。
個人の持ち込みも可能です。
詳しくは市公式サイトを確
認してください。

　6月の市内の可燃ごみの量は 1187 トン（前年同月
1233 トン、46トン減）。みやま市の可燃ごみの量は
399トン（前年同月 499トン、100トン減）でした。

ごみ出しネット

家庭ごみ出し用ネット家庭ごみ出し用ネット

柳川とっておき歴史の話－立花宗茂外伝－第 12 回 
【問】市観光課観光推進係（☎77・8563）

立花城址（現在も残る石垣）

ごみ出し協力店


